








要約:HbA1 に比べてより短期間の血糖の変化を反映するとされ、またその測定が HbA1 より

簡便で安価である血清フルクトサミン(FRT)が、小児糖尿病のコントロールの指標として有

用かどうか検討した。IDDM 患児(n=48、過去 6ヵ月間の平均 HbA1 10.6%)の平均 FRTは、3.6

±0.7 ㎜ o1/L(M 士 SD)で健常対照(n=52)の平均値 2.1 士 0.2 に比し有意に(p<0.01)高値で

あった。同時測定した HbA1 と FRTは、r=0.880(p＜0.01)と強い相関を示したことから、小

児においても血糖コントロールの指標となりうると考えられた。 


